	第１回伝達講習報告書　　　　　　　　　　　　　　　報告者：音喜多　恵

	講義内容：「新潟視察研修報告」　　　　　　　　　　　　　　講師：山田　司ＪＧＭ

	日　　時：平成18年10月19日（金）17：30～18：30

	場　　所：メンタルケア病棟　３階会議室

	内　　容：パワーポイント：平成１８年度　視察研修

　　　　　　医療法人　立川メディカルセンター『柏崎厚生病院』

　　　　　　・病床数

　　　　　　・病棟構成

　　　　　　・グループミーティング

　　　　　　・関連施設

　　　　　　医療法人　高田西城会『高田西城病院』

　　　　　　・病床数

　　　　　　・病棟構成

　　　　　　・グループミーティング

　　　　　　・医療法人　高田西城会　付属施設

　　　　　　・関連法人　地域支援機能「和道グループ」

　　　　　　・医療法人　常心会　川室記念病院

　　　　　　・社会福祉法人　上越老人福祉協会

　　　　　　・社会福祉法人　上越つくしの里医療福祉協会

・アンケート結果：当日参加者４８名（参加率　　％）　　　全157名

　　　　　　　　アンケート提出者４８名（回収率１００％）

１．今回の研修内容について

　　・分かりやすかった・・・４３名

　　・楽しかった・・・７名

　　・難しかった・・・１名

　　・つまらなかった・・・０名

　　　　　　　　　　　　　(重複回答あり)

２．研修を受けて役立つと感じた内容

　　・急性期病棟の役割りや構造

　　・療養病棟が総病床数に対して少なくなってきてると感じました。

　　・他機関の事業展開(施設)、病棟構成について

　　・他の精神科病院でも同じようなケアをしていると感じました。

	　　・うつ病の治療方法として「光治療」という方法がある事。

　　・認知症病棟の病床数が多いと感じ、地域のニーズが高い事が分かった。

　　・立川メディカルセンターの概要

　　・精神科病院はどこも同じ様子であること。地域との関連が大切で、退院した後の受

　　　け皿が必要である事。

　　・他病院のハード面とソフト面を知り、為になった。

　　・急性期病棟での早期ＯＴの必要性(急性期病棟にＯＴ室がついている)

　　・他の病院での取り組み(ケア体制の違いなど)

　　・他法人も同じように施設運営をしている事。

　　・他の病院の機能が聞けた事。

　　・６０床合併症室の病棟は何人でスタッフを回しているのか知りたいと思った。

・同じ精神科病院でも建物の構造が違うだけで、療養環境としての働きも大きく違っ

　　　てくるのだと感じた。中庭は閉鎖病棟で生活している患者にとって良い気分転換に

　　　なると思う。

・病棟に囲まれるように屋外(庭)的環境を設けている事。

　　・自殺企図に対応し、カーテンレールを外れやすい作りにしている事。

３．質問したいこと

　　・Ｑ病棟のＱとは何か？

　　・経営状況について

　　・作業療法での様子

　　・ＳＯＡＰとは何か？どんな方法か？

　　・地域施設やサービスと病院が関わりたいこと

４．今後のテーマの希望

　　・疾患について

５．感想等

　　・写真があればイメージしやすかったですが、説明でも十分に分かりました。

　　・他の精神科病院がどうなっているかが良く分かった。

　　・男女混合病棟でも、スタッフオフィスを挟んで男・女が分けられているのは良いな

　　　ぁと思いました。

　　・精神科の病院によって病院内の施設や取り組み方に違いがあるものだと知った。

　　・看護用語が分からず、一部不明な部分があった。

　　・各病院ともに、いろいろ工夫していることがあり、とても参考になった。出来れば

　　　自分も見学して、良い部分を取り入れたいと思いました。

　　・記録をＳＯＡＰで書くのはいいことだと思います。アセスメントが必要だなぁと感

　　　じました。

　　・各病棟に作業療法の部屋があるのはいいと思いました。

　　・自分も一緒に研修に行ったことを思い出した。当院と比べて良かったと思う部分を

　　　取り入れていきたい。

　　・病院によって取り組みが違い、こうした視察で新たな視点を持てることがいいと思

　　　った。

　　・当院と比較して話してくれたので分かりやすかったです。

　　・精神科のある病院のしくみや特徴について知ることができ、知識を深めることがで

　　　きたので良かったです。

　　・病院の施設の中に保育所があるというのは女性が多い職場で大きなメリットだなと

　　　感じました。

　　・他の施設の環境・設備など内容が聞けて良かった。

　　・多目的ホールにうつ病患者の為の「光療法」について興味を持ちました。

　　・病棟機能だけでなく、他職種のことも知りたかった。

　　・ハード面において、同じ精神科病院でも様々な違いがあるんだなということが分か

　　　った。

　　・当院は他院と大きな差もない看護をしているのだと感じた。

　　・当病院と同じところもあれば、今後、当病院でも考えていける内容があった。

　　・当院とは違った看護、病院経営を見学するのは、とても良い勉強になると思った。

　　・視察した病院はどこの病院も認知症の病床数が多く、入院患者様も機能的に分かれ

　　　ていると思った。

　　・他職種の感想が聞けて良かった。

　　・機会があったらよその病院も見てみたいです。

　　・大まかな部分しか聞けなかったので、より細かく聞ければより良かったと思う。

　　・他病院のデイケアのプログラム内容などが気になった。

　　・従業員数なども教えて欲しかったです。

　　・病院内に中庭があり、患者様が自由に出入りできるのはすごくいい造りだと思いま

　　　した。また、外来(夜間救急用の入り口)と急性期病棟が近いのは良い事だと思った。

　　・治療目的により、建物の規模や関連施設の設置など、工夫されている特徴をとらえ

　　　た病院作りだと見受けました。

　　・今回は看護目線での講習であったが、全ての分野をやって欲しかった。やはり、自

　　　分の配属している分野を皆も知りたいのではないかと思った。

　　・柏崎厚生病院では救急夜間出入り口と急性期病棟が近いので、すぐ入院出来るような造りで便利だと思いました。また、病院内に保育園があり、とても便利な病院もあることを知った。

　　・私も視察研修に参加したが、看護の視点が知れて良かった。

６．反省点

　　・当日の出席者が準備していた椅子の数より多かった為、椅子を出すのに時間が掛かってしまった。

　　　→今後は予定の出席人数より多めに椅子を準備しておくようにする。

　　・開始時間を過ぎても入ってくる職員がいた。

　　　→講師の方にも迷惑を掛ける為、時間厳守の呼び掛けは徹底していく。


